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ISBN978-4-585-31012-9 C3015

国宝「三十帖冊子」
修理から見えてきたもの
総本山仁和寺＝監修宇都宮啓吾＝編

株式会社勉誠社

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」

修
理
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

総
本
山
仁
和
寺
＝
監
修

宇
都
宮
啓
吾
＝
編 定

価
一
三
、二
〇
〇
円（
税
込
）

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
刊
行

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
三
三
六
頁（
カ
ラ
ー
一
六
〇
頁
）

ISBN
978-4-585-31012-9 C

3015

さ
ん
じゅ
う
じ
ょ
う

さっ
し

刊
行
に
あ
た
っ
て
　
総
本
山
仁
和
寺
門
跡
真
言
宗
御
室
派
管
長…

瀬
川
大
秀

序
言―

本
書
の
概
要
　
宇
都
宮
啓
吾

第一
部…

修
理
・
書
誌
篇

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」修
理
報
告―

修
理
の
概
要
と
調
査
報
告…

株
式
会
社
松
鶴
堂

「
三
十
帖
冊
子
」の
修
理
を
振
り
返
っ
て…

株
式
会
社
松
鶴
堂（
書
跡
担
当
課 

森
川
洋
子
）

「
三
十
帖
冊
子
」の
料
紙
に
残
さ
れ
た
痕
跡
の
伝
え
る
も
の

―

保
存
修
理
の
視
点
か
ら…

鈴
木
裕

装
訂
や
料
紙
か
ら
見
た
国
宝「
三
十
帖
冊
子
」　
赤
尾
栄
慶

コ
ラ
ム
　
空
海
の
書―

唐
か
ら
の
贈
り
物…

鍋
島
稲
子

「
三
十
帖
冊
子
」を
飾
る
染
織
品…

山
川
曉

料
紙
を
観
る―

写
本
学
と
光
学
的
調
査
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

…

石
塚
晴
通
・
赤
尾
栄
慶
・
江
南
和
幸
・
岡
田
至
弘

コ
ラ
ム
　
文
化
財
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム

―

金
剛
寺
蔵『
梵
漢
普
賢
行
願
讃
』を
め
ぐ
っ
て…

宇
都
宮
啓
吾

第

二
部…

典
籍
篇

「
三
十
帖
冊
子
」の
借
覧
と
返
納
を
め
ぐ
っ
て…

武
内
孝
善

「
三
十
帖
冊
子
」の
仁
和
寺
移
動
と
仁
和
寺
伝
持
の
歴
史…

朝
川
美
幸

空
海
将
来
経
論
の
書
写
を
め
ぐ
っ
て

―

「
三
十
帖
冊
子
」に
関
連
し
て…

苫
米
地
誠
一

仁
和
寺
蔵「
三
十
帖
冊
子
」の
訓
点
か
ら

観
た
漢
籍
訓
読
の
一
問
題…

宇
都
宮
啓
吾

典
籍
保
存
修
理
の
歩
み―

昭
和
か
ら
令
和
へ…

鈴
木
裕

（
う
つ
の
み
や・
け
い
ご
）1
9
6
6
年
生
ま
れ
。大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
。専

門
は
日
本
語
学
、
仏
教
典
籍
学
。
著
書
に『
四
天
王
寺
聖
教
の
世
界
』（
四
天
王
寺

宝
物
館
令
和
三
年
秋
季
特
別
展
図
録
）（
監
修
・
執
筆
、四
天
王
寺
勧
学
部
、二
〇

二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。

最
新
の
仏
教
学
を
学
ぶ
た
め
に
唐
に
渡
っ
た
弘
法
大
師
空
海
が
、当
地
の
仏
教
経
典・
儀
軌
類
を
書
写
し
、

日
本
に
随
身
秘
蔵
し
て
き
た
冊
子
本
、国
宝「
三
十
帖
冊
子
」。第
六
世
守
覚
法
親
王
の
時
代
よ
り
京
都・
仁
和
寺
に
て
尊
ば
れ
、

伝
持
さ
れ
て
き
た
同
書
は
、空
海
の
入
唐
中
の
学
問
の
あ
り
か
た
を
伝
え
る
密
教
将
来
の
至
宝
と
し
て
、ま
た
、空
海
や
橘
逸
勢
ほ
か
、

多
く
の
唐
の
写
経
生
が
そ
の
書
写
に
関
わ
り
、か
つ
冊
子
の
か
た
ち
と
し
て
最
も
古
い
装
訂
と
さ
れ
る

粘
葉
装（
で
っち
ょ
う
そ
う
）の
日
本
最
古
の
例
と
し
て
、文
化
財
と
し
て
も
特
筆
す
べき
意
義
を
有
し
てい
る
。

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」は
、ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
、伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。

六
か
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
修
理
の
全
容
と
、そ
れ
に
よ
って
見
え
て
き
た
新
知
見
を
多
く
の
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
紹
介
。

さ
ら
に
は
、「
三
十
帖
冊
子
」の
伝
来
と
流
転
、奈
良
朝
経
典
訓
読
や
漢
籍
訓
読
の
諸
問
題
、空
海
の
学
問
と
書
、

高
解
像
度
デ
ジ
タル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙
分
析
と
写
本
学
と
のコ
ラ
ボレ
ー
ション
、文
化
財
修
理
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
等
、

多
角
的
な
観
点
か
ら「
三
十
帖
冊
子
」を
把
捉
す
る
決
定
版
。

掲
載
図
版
点
数
三
〇
〇
点
超
！
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冊
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株式会社勉誠社

紙のレンズがひらく
古典籍・絵画の世界

定価4,950円･本体4,500円
A5判並製カバー装・280頁

2023年11月刊行
ISBN978-４-585-39036-7 C3090江南和幸・佐藤悟・横井孝（新コディコロジー研究会）〈編〉

定価4,950円･本体4,500円
A5判並製カバー装・280頁
2023年11月刊行
ISBN978-４-585-39036-7 C3090

紙の
レンズが
ひらく
古典籍・絵画
の世界

江南和幸・佐藤悟・横井孝（新コディコロジー研究会）……〈編〉
龍谷大学名誉教授 実践女子大学名誉教授実践女子大学教授

「紙」は何を伝えているか――
古典籍や絵画、文書など、東アジアには紙を基底材とした文化財が数多く伝来している。
そこで使用される紙は、原料や加工処理により、さまざまな表情を残している。
これらの紙は、どのように作られ、選択され、流通したのか。
文学的・書誌学的・文献学的研究と、高性能デジタル顕微鏡観察や蛍光X線分析による
非破壊科学的分析研究とを一体とした「新コディコロジー」により、
紙そのものが持つ情報と、
その背景にある歴史・社会・経済・政治といった文化状況までもが明らかになりつつある。
料紙研究の最先端を伝え、また、これからの課題をも提示する貴重な一冊。
掲載図版200点超！

カラー口絵

序言　紙は文化のインフラ
―新コディコロジーの可能性

佐藤悟

第1部……「紙」を科学する視点
古写本学（Codicology）と

紙の科学的分析学（Papyrography）との邂逅
江南和幸

手漉き和紙、とくにコウゾの製造から紙へ
―デジタル顕微鏡でここまで分かる

澤山茂

デジタルマイクロスコープを用いた
和紙の表面粗さの計測とその精度

大和あすか

第2部……非破壊分析が明かす美術・古典籍
エルミタージュ美術館レンブラント銅版画コレクション用紙に

用いられた和紙の顕微鏡分析
江南和幸・岡田至弘

文理融合の研究手法でひも解く『大清聖祖仁皇帝實録』の歴史
―大紅綾本と紫綾本の紙質分析から

 徐小潔

科学分析が明かす浮世絵を作り上げた紙の姿
江南和幸・岡田至弘・佐藤悟

国文学・美術とハイテク分析機器
―コメ澱粉粒の反射偏光顕微鏡観察および浮世絵の色分析を例に

日比谷孟俊・澤山茂・大和あすか

第3部……非破壊分析による国文学研究
光学的観点に基づく料紙解析から

古筆切のツレを認定する際の課題と対策
舟見一哉

為家本源氏物語幻の巻の研究
―高精細デジタル顕微鏡・高解像度スキャナ・

蛍光X線分析器による紙質調査を通して
横井孝・澤山茂・日比谷孟俊

明融と打紙、そして明融本源氏物語のことなど
上野英子

あとがき
横井孝

執筆者紹介
Abstracts/ 英文要旨
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冊数

冊
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増補改訂版 図像学入門
疑問符で読む日本美術

山本陽子〈著〉

定価2,640円･本体2,400円
四六判並製カバー装・272頁

2024年4月刊行
ISBN978-4-585-37014-7 C0071

観
音
に
は
ひ
げ
が
あ
る
？

な
ぜ
絵
巻
は
右
か
ら
左
へ
み
る
の
？

写
生
画
が
写
実
で
は
な
い
？

大
日
如
来
、幽
霊
の
絵
、麗
子
像
な
ど

８
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
追
加
し
、増
補
改
訂
版
と
し
て
刊
行
。

絵
画
や
仏
像
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・
謎
を

図
像
解
釈
学（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）か
ら
探
り
、

日
本
美
術
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
。

山
本
陽
子
＝
著

（やまもと・ようこ）1955年東京都生まれ。早稲田大学大学院文学研究科（美術史）博士課程後期単位取得。博士（文
学）。明星大学教育学部教授。専門は日本中世絵画史。著書に『絵巻における神と天皇の表現―見えぬように描く』
（中央公論美術出版、2006年）、『絵巻の図像学―「絵そらごと」の表現と発想』（勉誠出版、2012年）、『図像学入
門―疑問符で読む日本美術』（勉誠出版、2015年）、『はじめての日本美術史』（山川出版社、2018年）、『物語る仏
教絵画―童子・死・聖地』（勉誠社、2023年）など。

第
１
章 

釈
迦
の
生
涯

│
仏
像
の
基
本

第
２
章 

仏
像
の
種
類

│
４
つ
の
タ
イ
プ

第
３
章 

曼
荼
羅

│
密
教
世
界
の
地
図

第
４
章 

六
道
輪
廻
と
浄
土

│
人
は
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ
ゆ
く
？

第
５
章 

神
々
の
す
が
た

第
６
章 

人
の
か
た
ち

│
肖
像
と
似
会（
に
せ
え
）

第
７
章 

絵
巻
物

│
物
語
を
絵
に
す
る

第
８
章 

山
水
画
と
花
鳥
画

│
神
仏
で
も
人
で
も
な
い
も
の

第
９
章 

浮
世
絵　

第
10
章 

西
洋
絵
画
と
日
本

つ
い
で
の
は
な
し

本書は『図像学入門―疑問符で読む日本美術』
（2015年11月刊行）の増補改訂版です。

定価2,640円･本体2,400円
四六判並製カバー装・272頁

2024年4月刊行
ISBN978-4-585-37014-7 C0071
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山
本
陽
子
﹇
著
﹈

　
　

は
じ
め
に

序　

神
を
見
る
こ
と
と
描
く
こ
と―

石
清
水
八
幡
宮
の
事
例
を
中
心
に

第
一
部
　
仏
画
と
垂
迹
画
に
お
け
る
童
子
像

―

神
の
家
の
小
公
達

一　

粉
河
寺
の
童
男
行
者
信
仰―

フ
リ
ア
美
術
館
蔵
伝
聖
徳
太
子
修
業
像
を
中
心
に

二　

春
日
の
赤
童
子
信
仰

三　

童
形
の
日
吉
十
禅
師
像

四　

熊
野
曼
荼
羅
の
切
目
王
子―

神
々
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

五　

越
前
系
の
白
山
垂
迹
曼
荼
羅―

遊
行
寺
本
と
国
上
神
社
本

第
一
部
ま
と
め―

童
子
像
は
借
用
さ
れ
、読
み
替
え
ら
れ
、ま
と
め
ら
れ
る

第
二
部
　
死
を
め
ぐ
る
図
像

一　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
菩
提
樹
像
は
何
を
表
す
も
の
か

二　

法
華
寺
蔵
阿
弥
陀
三
尊
及
童
子
図
は
ど
の
よ
う
に
掛
け
ら
れ
た
か

三　

金
戒
光
明
寺
蔵
地
獄
極
楽
図
屛
風
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

四　

聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵「
天
道
」幅
の
主
人
公
は
誰
か

補
論　

天
人
か
ら
天
女
へ―

な
ぜ
五
衰
の
天
人
が
女
性
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

五　

聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
人
道
不
浄
相
幅
は
な
ぜ
女
性
な
の
か

六　

聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
人
道
不
浄
相
幅
と

　
　

九
州
国
立
博
物
館
本
九
相
図
巻
の
噉
相
は
何
に
基
づ
い
た
か

七　

長
岳
寺
蔵
六
道
十
王
図
に
天
道
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
か

八　

斜
め
構
図
の
兜
率
天
曼
荼
羅
図
が
な
ぜ
描
か
れ
た
の
か

　
　

―

延
命
寺
本
と
根
津
美
術
館
本
を
中
心
に　

第
二
部
ま
と
め―

鎌
倉
時
代
、死
の
文
化
は
多
様
に
展
開
す
る

第
三
部
　
中
国
の
霊
山
信
仰
か
ら
日
本
へ

―

観
音
と
霊
地
信
仰

一　

長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
帛
画
は
な
ぜ
Ｔ
字
形
状
か

二　

須
彌
山
石
と
は
何
を
表
し
た
も
の
か―

水
源
伝
説
と
し
て
の
崑
崙
山

補
論　

日
本
に
お
け
る
三
山
信
仰―

三
山
も
し
く
は
三
峯
と
い
う
構
成
の
根
拠
は
何
か

三　

水
月
観
音
図
の
創
作
に
ど
の
よ
う
な
先
行
図
様
が
引
用
さ
れ
た
か

四　

フ
リ
ア
本
地
蔵
十
王
図
と
佉
羅
陀
山
地
蔵
図
様
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か

五　

雲
乗
の
十
一
面
観
音
図
様
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か

六　

宮
曼
荼
羅
に
な
ぜ
参
詣
人
が
出
現
し
た
か―

普
陀
山
図
の
影
響
を
考
え
る

補
論　

粉
河
寺
蔵「
南
海
名
山
普
陀
勝
境
圖
」と
中
国
に
お
け
る
普
陀
山
図
の
展
開

第
三
部
ま
と
め―

現
実
の
霊
地
に
伝
説
の
聖
地
を
重
ね
る

　

お
わ
り
に

　

図
版
出
典
一
覧
／
初
出
一
覧
／
索
引

日
本
中
世
に
お
い
て
数
多
く
制
作
さ
れ
た
仏
教
絵
画
の
な
か
で
、

類
例
の
な
い
図
様
を
持
ち
、

制
作
当
時
と
は
異
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
た
り
、

別
の
信
仰
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
り
し
た
経
緯
を
も
つ
、

特
異
な
仏
画
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
制
作
さ
れ
、何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、な
ぜ
多
種
多
様
な
形
態
や
伝
説
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

と
り
わ
け「
童
子
・
死
・
聖
地
」に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら
の
仏
画
や
垂
迹
画
を

丹
念
に
読
み
解
き
、図
像
的
特
徴
や
成
立
背
景
、

制
作
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
仏
教
絵
画
が
制
作
さ
れ
た
時
点
に
お
け
る
、

伝
承
や
説
話
か
ら
の
影
響
関
係
、受
容
の
様
相
を
探
る
。

美
術
史
学
・
説
話
文
学
・
民
俗
学
研
究
な
ど

隣
接
諸
学
に
寄
与
す
る
研
究
成
果
。

山
本
陽
子
（
や
ま
も
と
・
よ
う
こ
）

　

明
星
大
学
教
育
学
部
教
授
。
専
門
は
日
本
中
世
絵
画
史
。

　

著
書
に
『
絵
巻
に
お
け
る
神
と
天
皇
の
表
現―

見
え
ぬ
よ
う
に
描
く
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
六
年
）、『
絵
巻
の
図
像
学―

「
絵
そ
ら
ご
と
」
の
表
現
と
発
想
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

二
年
）、『
図
像
学
入
門―

疑
問
符
で
読
む
日
本
美
術
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、『
は
じ
め

て
の
日
本
美
術
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
） 

な
ど
が
あ
る
。

◎
著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

定
価
一
一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）

本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
十
月
刊
行

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
六
一
六
頁

ISBN
978-4-585-37011-6 C

3071

◎
目
次

図
版
289
点
掲
載
！

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部

定価11,000円（本体10,000 円）
A5判・上製カバー装・616頁

ISBN978-4-585-37011-6 C3071
2023年10月刊行

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠社宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4  TEL.03-5215-9021 https://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025株式会社勉誠社

（勉誠出版）
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東
ア
ジ
ア
の

「
孝
」の
文
化
史

前
近
代
の
人
び
と
を
支
え
た

価
値
観
を
読
み
解
く

雋
雪
艶
・黒
田
彰
〈
編
〉

序
◉
雋
雪
艶

序
文
◉
黒
田
彰

一
、孝
子
伝
と
孝
子
伝
図

中
国
の
考
古
資
料
に
見
る
孝
子
伝
図
の
伝
統
◉
趙
超

舜
の
物
語
攷―

孝
子
伝
か
ら
二
十
四
孝
へ
◉
黒
田
彰

伝
賀
知
章
草
書『
孝
経
』と

　
唐
宋
時
代『
孝
経
』テ
ク
ス
ト
の
変
遷
◉
顧
永
新（
翻
訳
：
陳
佑
真
）

曹
操
高
陵
画
像
石
の
基
礎
的
研
究
◉
孫
彬

原
谷
故
事
の
成
立
◉
劉
新
萍

二
、仏
教
に
浸
透
す
る
孝
文
化

報
恩
と
孝
養
◉
三
角
洋
一

〈
仏
伝
文
学
〉と
孝
養
◉
小
峯
和
明

孝
養
説
話
の
生
成

　―

日
本
説
話
文
芸
に
お
け
る『
冥
報
記
』孝
養
説
話
◉
李
銘
敬

説
草
に
お
け
る
孝
養
の
言
説
◉
高
陽

元
政
上
人
の
孝
養
観
と
儒
仏
一
致
思
想

　―

『
扶
桑
隠
逸
伝
』に
お
け
る
孝
行
言
説
を
中
心
に
◉
陸
晩
霞

韓
国
に
み
る〈
孝
の
文
芸
〉―

善
友
太
子
譚
の
受
容
と
変
移
◉
金
英
順

平
安
時
代
に
お
け
る
仏
教
と
孝
思
想

　―

菅
原
文
時「
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
」を
読
む
◉
吉
原
浩
人

三
、孝
文
化
と
し
て
の
日
本
文
学

漢
語「
人
子
」と
和
語「
人（
ひ
と
）の
子（
こ
）」

　―

古
代
日
本
に
お
け
る〈
孝
〉に
関
わ
る
漢

　
　
　
語
の
享
受
を
め
ぐ
っ
て
◉
三
木
雅
博

浦
島
子
伝
と『
董
永
変
文
』の
間

　―

奈
良
時
代
の
浦
島
子
伝
を
中
心
に
◉
項
青

『
蒙
求
和
歌
』に
お
け
る「
孝
」の
受
容
◉
徐
夢
周

謡
曲
に
お
け
る「
孝
」◉
ワ
ト
ソ
ン
・
マ
イ
ケ
ル

『
孝
経
和
歌
』に
見
る
日
本
に
お
け
る
孝
文
化
受
容
の
多
様
性
◉
雋
雪
艶

和
漢
聯
句
に
見
え
る「
孝
」の
題
材
◉
楊
昆
鵬

橋
本
関
雪「
木
蘭
」か
ら
見
る「
孝
女
」木
蘭
像
の
変
容
◉
劉
妍

も
く
じ

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
文
明
の
歴
史
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、か
つ
て
は
東
ア
ジ
ア
の
人
々
に
と
って

最
も
重
要
な
価
値
観
、行
動
規
範
で
あ
っ
た
、「
孝
」と
い
う
思
想
と
文
化
。

東
ア
ジ
ア
各
国
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
た「
孝
」は
、

歴
史
や
文
化
的
背
景
に
よ
って
異
な
り
、様
々
な
形
で
表
象
さ
れ
て
き
た
。

考
古
学
の
文
物
や
文
献
お
よ
び
敦
煌
の
文
書
な
ど
の

重
要
な一次
的
資
料
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
残
さ
れ
て
き
た
の
か
。

孝
の
文
化
は
仏
教
と
ど
の
よ
う
に
融
合
し
て
、変
化
し
た
の
か
。

ま
た
、日
本
の
説
話
、和
歌
、謡
曲
、絵
画
な
ど
で
は

ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き
た
の
か
。

社
会
史
、思
想
史
、文
学
史
、美
術
史
な
ど
多
領
域
に
散
見
さ
れ
る「
孝
」と
い
う
文
化
が
、

長
い
歴
史
の
中
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
客
観
的
に
認
識
し
、

学
際
的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

定
価
三
、五
二
〇
円（
税
込
）

本
体
三
、二
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
十
月
刊
行

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
三
三
六
頁

ISBN
978-4-585-32534-5 C

1310
雋
雪
艶
（
せ
ん
・
せ
つ
え
ん
）

　
中
国
・
清
華
大
学
人
文
学
院
外
国
語
言
文
学
系
教
授
。
専
門
は
中
日
古
代
比
較
文
学
比
較
文
化
研
究
�
著
書
に
『
藤
原
定
家
「
文
集
百
首
」
の
比
較
文
学
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、『
文
化
的
重
写
：

日
本
古
典
中
的
白
居
易
形
象
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、『
日
本
古
代
文
学
と
白
居
易
』（
共
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

黒
田
彰
（
く
ろ
だ
・
あ
き
ら
）

　
佛
教
大
学
名
誉
教
授
�
専
門
は
国
文
学
（
中
世
）。
主
な
著
書
に
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
正
・
続
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
七
・
一
九
九
五
年
）、『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
全
三
巻
（
伊
藤
正
義
と
共
編
、

大
学
堂
書
店
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
七
年
）、『
孝
子
伝
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、『
孝
子
伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
ア
ジ
ア
遊
学
２
８
８
号
〕

ご送付先ご住所（通信欄）

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
東京都千代田区神田三崎町2-18-4  TEL.03-5215-9021 https://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

冊数

冊

書 名

東アジアの「孝」の文化史
前近代の人びとを支えた価値観を読み解く
〔アジア遊学288号〕 雋雪艶・黒田彰〔編〕

定価3,520円（本体3,200円）
A5判・並製カバー装・336頁

ISBN978-4-585-32534-5 C1310
2023年10月刊行
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（勉誠出版）



16
の
新
見
解

中古文学・日本史・伝記

上
原
作
和
﹇
著
﹈

◎
目
次

　
　

は
じ
め
に

序
章 

紫
式
部
前
史―

時
代
背
景

第
一
章 

紫
式
部
の「
戸
籍
」

第
二
章　
　

紫
式
部
の
家
系

第
三
章　
　

父
・
藤
原
為
時
の
生
涯

第
四
章　
　

生
い
立
ち
Ⅰ―

幼
名
・
通
称「
も
も
」説
の
提
唱

第
五
章　
　

生
い
立
ち
Ⅱ―

物
語
愛
好
と
学
藝
史　

第
六
章　
　

青
春
時
代　

女
友
達
を
め
ぐ
る
交
友

　
　
　
　
　
　
　

―

め
ぐ
り
逢
ひ
て　

見
し
や
そ
れ
と
も

第
七
章　
　

紀
時
文
と
の
結
婚
ま
で

第
八
章　
　

紀
時
文
と
の
結
婚

第
九
章　
　

越
前
下
向
ま
で

第
十
章　
　

越
前
の
藤
原
香
子

第
十
一
章　

帰
洛
か
ら
再
婚
ま
で

第
十
二
章　

藤
原
宣
孝
と
の
結
婚
生
活

第
十
三
章　

宣
孝
の
死
と
寂
寥
の
日
々

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈光
源
氏
物
語
前
史

第
十
四
章　

物
語
を
書
く
女
Ⅰ―

倫
子
家
女
房
兼
業
作
家
説

第
十
五
章　

寛
弘
三
年
十
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

―

命
婦
と
し
て
の
初
出
仕
か
ら
掌
侍
へ
の
昇
任
ま
で

第
十
六
章　

後
宮
女
房
・
藤
式
部
Ⅰ―

日
記
の
存
在
に
つ
い
て　

第
十
七
章　

後
宮
女
房
・
藤
式
部
Ⅱ―

上
臈
中
宮
女
房
と
し
て

第
十
八
章　

物
語
を
書
く
女
Ⅱ―

作
家
・
紫
式
部
の
誕
生

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈紫
式
部
の
地
理
的
視
角　

宇
治
・
槇
の
尾
山
編

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈紫
式
部
の
地
理
的
視
角　

愛
宕
山
編

第
十
九
章　

藤
原
実
資
か
ら
見
た「
女
房
」紫
式
部

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈『
紫
式
部
集
』覚
書 

南
波
浩
と

　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
本『
紫
式
部
集
』、三
谷
邦
明
の
接
点

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈現
存『
紫
式
部
日
記
』は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か

第
二
十
章　

紫
式
部
の
死　

終
章

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈角
田
文
衛
、鍋
島
直
康
両
先
生
追
想

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈三
島
由
紀
夫
の『
源
氏
物
語
』、そ
し
て『
豊
饒
の
海
』

　
　
　
　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈『
源
氏
の
物
語
』を
伝
え
た
人
々

　
　

初
出
一
覧

　
　

あ
と
が
き

　
　

附
録　
『
紫
式
部
伝
』を
読
む
た
め
の
人
物
誌
／
女
房
一
覧
／

　
　
　
　
　

紫
式
部
年
表
／
平
安
京
図
）

日
本
文
学
史・平
安
時
代
史
最
大
の
謎
に
挑
む

紫
式
部
は
な
ぜ『
源
氏
物
語
』を
書
い
た
の
か
。

摂
関
期
全
盛
の
後
宮
を
生
き
抜
き
、物
語
を
通
し
て
、

人
生
と
社
会
の
意
味
を
問
い
か
け
た
の
が『
源
氏
物
語
』で
あ
る
。

そ
の
人
と
生
涯
を
、清
少
納
言
や
藤
原
道
長
、二
人
の
夫
な
ど
、

紫
式
部
を
め
ぐ
る
人
々
と
の
関
係
を
丹
念
に
た
ど
り
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

紫
式
部
の
幼
名
・
本
名
、恋
愛
と
結
婚
、宮
廷
生
活
、職
階
、没
年
等

に
つ
い
て
、先
行
研
究
を
網
羅
的
に
検
証
し
な
が
ら

一
六
の
新
見
解
を
提
示
し
た
本
格
評
伝
。

上
原
作
和
（
う
え
は
ら
・
さ
く
か
ず
）

　

一
九
六
二
年
長
野
県
佐
久
市
生
ま
れ
。
大
東
文
化
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
文
学‐

名

古
屋
大
学
）。
現
在
、
桃
源
文
庫
理
事
。
明
治
大
学
法
学
部
兼
任
講
師
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
文
献
史
学
、
日
本
琴
學
史
、
物
語
文
学
。

　

主
著
に
『
光
源
氏
物
語
の
思
想
史
的
変
貌―

〈
琴
〉
の
ゆ
く
へ
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
）、『
光
源
氏
物

語
學
藝
史―

右
書
左
琴
の
思
想
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、『
光
源
氏
物
語
傳
來
史
』（
武
蔵
野
書
院
、
二

〇
一
一
年
）、
共
編
著
に
『
人
物
で
読
む
源
氏
物
語
／
全
二
〇
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
六
年
）、『
完

訳
太
平
記
／
全
四
巻
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、『
テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論
』
一
〜
三
巻
（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）、『
日
本
琴
學
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
七
年
）、『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
Ⅱ
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

◎
著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

定
価
五
、九
四
〇
円（
税
込
）

本
体
五
、四
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
十
月
刊
行

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・四
一
六
頁

ISBN
978-4-585-39035-0 C
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・
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専
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付
し
た
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安
王
朝
百
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つ
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涯
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紫
式
部
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幼
名
は「
も
も
」、本
名
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藤
原
香
子
」で
あ
る

・
紫
式
部
初
婚
の
相
手
は
紀
時
文
で
あ
る

・
中
宮
女
房
と
し
て
の
紫
式
部
の
職
階
・
序
列
・
職
掌
を
明
ら
か
に
し
た

・
紫
式
部
没
年
時
下
限
は
治
安
三
年
（
一
〇
二
一
）
三
月
三
日
で
あ
る
・・・
な
ど
。
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平安王朝百年を見つめた生涯
上原作和［著］
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■
小
特
集
　
宮
澤
賢
治・日
本
文
学
と
日
本
語
教
育
が
出
逢
う
と
き

扉
巻
頭
言
◉
藏
中
し
の
ぶ

声
・こ
と
ば
・
光
を
わ
け
あ
う
喜
び
◉
山
崎
佳
代
子

宮
澤
賢
治
の
詩「
無
声
慟
哭
」を
め
ぐ
っ
て
◉
鈴
木
貞
美

「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」―
錯
綜
す
る
イ
メ
ー
ジ

―
◉
浦
和
男

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』の
本
文

 

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
材
・

 

 

ク
メ
ー
ル
語
翻
訳
テ
キ
ス
ト
作
成
の
た
め
に

―
◉
オ
ル
ン・チ
ャ
ン
ポ
ン

宮
沢
賢
治『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』に
つ
い
て
◉
鈴
木
貞
美

■
小
特
集
　
平
安
楽
人
、渡
来
の
楽
と
出
会
う
 

扉
巻
頭
言
◉
上
原
作
和

日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
秋
の
調
べ
―「
秋
風
楽
」「
秋
風
詞
」「
万
秋
楽
」―
◉
正
道
寺
康
子

本
邦
に
お
け
る「
陵
王
」の
系
譜

―
平
安
朝
物
語
文
学
を
中
心
に

―
◉
笹
生
美
貴
子 

入
る
日
を
返
す
撥
こ
そ
あ
り
け
れ

―
徳
川
本『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
橋
姫
」巻
瞥
見

―
◉
上
原
作
和

『
教
訓
抄
』に
記
さ
れ
た
他
家
相
伝
の
様
相

 

―
多
氏
の『
胡
飲
酒
』『
採
桑
老
』を
め
ぐ
っ
て

―
◉
森
野
正
弘

■
自
由
テ
ー
マ

『
紫
式
部
日
記
』に
お
け
る
船
楽
描
写

 

―「
遠
く
な
り
ゆ
く
ま
ま
に
」と
い
う
表
現
に
注
目
し
て

―
◉
佐
藤
有
貴

『
法
性
寺
殿
御
集
』の
句
題
詩

―「
題
目
」の
詠
作
状
況
と
詩
集
の
構
成

―
◉
布
村
浩
一

『
六
度
集
経
』所
収
話
と
六
朝
期
の
習
俗
・
思
潮

 

―
初
期
漢
訳
仏
典
と
孝
子
譚
を
中
心
に

―
◉
佐
々
木
雷
太

「
冨
貴
」の
語

―
類
似「
福
貴
」と
対
比
し
て

―
◉
萩
原
義
雄

『
茶
譜
』所
引『
分
類
草
人
木
』の
本
文
◉
賴
妍
菲

大
江
健
三
郎「
懐
か
し
い
年
へ
の
手
紙
」考
察

―「
・
」頻
出
を
契
機
に
し
て

―
◉
杉
山
若
菜

宮
武
外
骨
と
大
阪
文
人
た
ち
◉
浦
和
男

■『
南
総
里
見
八
犬
伝
』研
究
会
 

龍
女
と
伏
姫

―『
南
総
里
見
八
犬
伝
』肇
輯
と『
法
華
経
』「
提
婆
達
多
品
」―
◉
沼
田
大
輝

非
道
の
菩
薩
・
犬
村
角
太
郎
と『
維
摩
経
』『
法
華
経
』

 

―
附
、返
璧
の
草
庵
と『
方
丈
記
』「
外
山
の
菴
」―
◉
藏
中
し
の
ぶ

■『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』研
究
会
　『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』注
釈
・
巻
第
一・
天
地
部
第
一・
景
宿
類
一 

「
星
」 

◉
荻
田
み
ど
り

■
連
載
 

『
古
事
記
』の
言
ひ
分（
一
）―
天
孫
の
伊
勢
降
臨

―
◉
鈴
鹿
千
代
乃

■
書
評
 

書
評
　
山
崎
佳
代
子
著

 

『
そ
こ
か
ら
青
い
闇
が
さ
さ
や
き
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、戦
争
と
言
葉
』（
ち
く
ま
文
庫
）◉
杉
山
若
菜

■
彙
報
◉
相
田
満・藏
中
し
の
ぶ
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